
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

担

当

課

（

室

）

目

次

【

告

示

】

○

生

活

保

護

法

等

に

基

づ

く

指

定

医

療

機

関

の

指

障

害

福

祉

課

定

○

生

活

保

護

法

等

に

基

づ

く

指

定

医

療

機

関

の

事

〃

業

の

廃

止

○

生

活

保

護

法

等

に

基

づ

く

指

定

介

護

機

関

の

指

〃

定

○

〃

〃

○

土

地

収

用

法

に

基

づ

く

事

業

の

認

定

監

理

課

【

公

告

】

○

大

規

模

小

売

店

舗

の

変

更

の

届

出

の

縦

覧

経

営

支

援

課

○

道

路

の

位

置

の

指

定

建

築

指

導

課

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

〃

の

完

了

○

〃

〃

【

公

安

委

員

会

】

○

犯

罪

被

害

者

等

早

期

援

助

団

体

の

住

所

等

の

変

県

民

応

接

課

更 岡

山

県

公

報

令和２年１２月１５日 第１２２５３号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
四
十
二
号

生
活
保
護
法

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号

第
四
十
九
条

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律

平

（
）

（
（

。
成
六
年
法
律
第
三
十
号

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む

の
規
定
に
よ
り

医
療
扶
助
又
は
医
療
支
援
給
付
の
た
め
の
医
療
を
担
当
さ
せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た

）
）

。

、

令
和
二
年
十
二
月
十
五
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

病
院

，
診

療
所

又
は

薬
局

名
称

所
在

地
指

定
年

月
日

す
ず

ら
ん

薬
局

津
山

市
田

町
８

６
－

４
R
２

.
1
0
.
１

片
上

薬
局

備
前

市
伊

部
２

４
０

８
－

８
R
２

.
1
0
.
１

加
茂

歯
科

医
院

津
山

市
加

茂
町

桑
原

７
０

－
１

R
２

.
1
1
.
１

お
さ

ふ
ね

フ
レ

ン
ド

歯
科

瀬
戸

内
市

長
船

町
服

部
字

窪
５

１
２

－
１

２
R
２

.
1
1
.
１
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◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
四
十
三
号

生
活
保
護
法

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号

第
五
十
条
の
二

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律

平

（
）

（
（

。
成
六
年
法
律
第
三
十
号

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む

の
規
定
に
よ
り

指
定
医
療
機
関
か
ら
次
の
と
お
り
事
業
の
廃
止
の
届
出
が
あ

た

）
）

。

っ

、

令
和
二
年
十
二
月
十
五
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

病
院

，
診

療
所

又
は

薬
局

名
称

所
在

地
廃

止
年

月
日

エ
ス

マ
イ

ル
薬

局
田

町
店

津
山

市
田

町
８

６
－

４
R
２

.
９

.
3
0

片
上

薬
局

備
前

市
伊

部
２

４
０

８
－

８
R
２

.
９

.
3
0

水
田

小
児

科
医

院
玉

野
市

宇
野

８
－

２
－

１
６

R
２

.
1
0
.
2
5

加
茂

歯
科

医
院

津
山

市
加

茂
町

桑
原

７
０

－
１

R
２

.
1
0
.
3
1
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◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
四
十
四
号

生
活
保
護
法

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号

第
五
十
四
条
の
二
第
一
項

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す

（
）

（
る
法
律

平
成
六
年
法
律
第
三
十
号

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む

の
規
定
に
よ
り

介
護
扶
助
又
は
介
護
支
援
給
付
の
た
め
の
居
宅
介
護
を
担
当
さ
せ
る
介
護
機
関
を
次
の
と
お

（
）

）
。

、

。

り
指
定
し
た

令
和
二
年
十
二
月
十
五
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

事
業

者
の

名
称

主
た

る
事

務
所

の
所

在
地

居
宅

介
護

事
業

所
の

名
称

居
宅

介
護

事
業

所
の

所
在

地
指

定
年

月
日

有
限

会
社

ベ
ル

ヴ
ィ

倉
敷

市
東

塚
７

－
４

－
２

２
ケ

ア
ビ

レ
ッ

ジ
や

す
ら

ぎ
浅

口
市

鴨
方

町
深

田
５

１
３

－
１

R
２

.
11

.５
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◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
四
十
五
号

生
活
保
護
法

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号

第
五
十
四
条
の
二
第
一
項

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す

（
）

（
る
法
律

平
成
六
年
法
律
第
三
十
号

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む

の
規
定
に
よ
り

介
護
扶
助
又
は
介
護
支
援
給
付
の
た
め
の
介
護
予
防
を
担
当
さ
せ
る
介
護
機
関
を
次
の
と
お

（
）

）
。

、

。

り
指
定
し
た

令
和
二
年
十
二
月
十
五
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

事
業

者
の

名
称

主
た

る
事

務
所

の
所

在
地

介
護

予
防

事
業

所
の

名
称

介
護

予
防

事
業

所
の

所
在

地
指

定
年

月
日

有
限

会
社

ベ
ル

ヴ
ィ

倉
敷

市
東

塚
７

－
４

－
２

２
ケ

ア
ビ

レ
ッ

ジ
や

す
ら

ぎ
浅

口
市

鴨
方

町
深

田
５

１
３

－
１

R
２

.
11

.５
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◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
四
十
六
号

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う

）
第
二
十
条
の
規
定

。

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
事
業
を
認
定
し
た
。

令
和
二
年
十
二
月
十
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

起
業
者
の
名
称

井
原
市

二

事
業
の
種
類

井
原
市
美
星
天
文
台
駐
車
場
整
備
事
業

三

起
業
地

１

収
用
の
部
分

岡
山
県
井
原
市
美
星
町
大
倉
字
五
万
原
地
内

２

使
用
の
部
分

な
し

四

事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

１

法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

井
原
市
美
星
天
文
台
駐
車
場
整
備
事
業
（
以
下
「
本
件
事
業
」
と
い
う

）
は
、
法
第
三
条
第

。

三
十
二
号
に
掲
げ
る
「
国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
設
置
す
る
公
園
、
緑
地
、
広
場
、
運
動
場
、
墓

、

」

、

地

市
場
そ
の
他
公
共
の
用
に
供
す
る
施
設

に
該
当
す
る
施
設
を
整
備
す
る
事
業
で
あ
る
た
め

法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

２

法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

本
件
事
業
の
起
業
者
で
あ
る
井
原
市
は
、
本
件
事
業
を
井
原
市
第
七
次
総
合
計
画
前
期
基
本
計

画
に
基
づ
き
、
生
涯
学
習
の
充
実
及
び
観
光
の
振
興
の
た
め
に
実
施
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、

本
件
事
業
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
財
源
措
置
を
講
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
を
遂
行
す

る
た
め
の
充
分
な
意
思
と
能
力
を
有
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
た
め
、
法
第
二
十
条
第
二
号
の
要

件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

３

法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
利
益
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
星
空
観
察
の
環
境
の
整
備

（１）
や
利
用
者
の
関
心
の
高
ま
り
に
よ
り
、
週
末
や
繁
忙
期
を
中
心
に
駐
車
場
が
不
足
し
、
路
上
駐

車
等
が
頻
発
す
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
新
た
に
駐
車
場
を
整
備
す
る
こ
と
で
地
域
住
民

の
交
通
安
全
の
確
保
や
利
用
者
の
安
全
性
や
利
便
性
の
向
上
に
相
当
の
寄
与
が
見
込
ま
れ
る
。

ま
た
、
本
件
事
業
の
計
画
に
お
い
て
は
、
①
事
業
に
必
要
な
面
積
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
、
②
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経
済
性
に
優
れ
る
こ
と
、
③
周
辺
へ
の
影
響
が
最
小
限
と
な
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
複
数
の
候

補
地
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
最
適
と
な
る
案
を
採
用
し
て
い
る
。

本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
失
わ
れ
る
利
益
に
つ
い
て
は

本
件
事
業
が
環
境
影
響
評
価
法

平

、

（

（２）
成
九
年
法
律
第
八
十
一
号
）
等
に
よ
る
環
境
影
響
評
価
の
対
象
事
業
と
な
っ
て
お
ら
ず
、
保
護

の
た
め
特
別
の
処
置
を
講
ず
べ
き
動
植
物
が
見
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
、
本
件
事
業
地
の
土
地
は

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
に
お
け
る
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵

地
内
に
所
存
す
る
が
、
当
該
包
蔵
地
に
つ
い
て
は
井
原
市
教
育
委
員
会
と
協
議
を
行
い
、
必
要

に
応
じ
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
失

わ
れ
る
利
益
は
軽
微
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

で
述
べ
た
得
ら
れ
る
利
益
と

で
述
べ
た
失
わ
れ
る
利
益
と
を
比
較
衡
量
し
た
結
果
、
本

（３）

（１）

（２）

件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
利
益
が
失
わ
れ
る
利
益
に
優
越
す
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
本
件
事
業
は
法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

４

法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

本
件
事
業
に
つ
い
て
は
、
周
辺
道
路
の
路
上
駐
車
防
止
、
利
用
者
の
安
全
確
保
及
び
交
通
事
故

、

。

の
発
生
抑
制
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
り

早
急
に
施
行
さ
れ
る
べ
き
事
業
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

ま
た
、
収
用
の
範
囲
は
全
て
本
件
事
業
の
用
に
恒
久
的
に
供
さ
れ
る
範
囲
に
と
ど
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
収
用
の
範
囲
に
つ
い
て
も
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

５

結
論

１
か
ら
４
ま
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
各
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と

判
断
さ
れ
る
。

以
上
に
よ
り
、
本
件
事
業
に
つ
い
て
、
法
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
事
業
の
認
定
を
し
た
も
の

で
あ
る
。

五

法
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場
所

井
原
市
役
所
（
市
民
生
活
部
美
星
振
興
課
）
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〔
五
五
六
〕
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出
に
つ
い
て
、
縦

覧
に
供
す
る
。

こ
の
公
告
に
係
る
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た

め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
同
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
縦
覧
期

間
満
了
の
日
ま
で
に
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

令
和
二
年
十
二
月
十
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

届
出
事
項
の
概
要

１

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

名
称

マ
ル
イ
湯
郷
店

所
在
地

美
作
市
湯
郷
一
二
三
番
地
ほ
か

２

届
出
者
の
名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名

名
称

株
式
会
社
マ
ル
イ

住
所

津
山
市
戸
島
八
九
三
番
地
一
五

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

松
田

欣
也

３

変
更
事
項

大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
運
営
方
法
に
関
す
る
事
項

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
開
店
時
刻
及
び
閉
店
時
刻

(1)
（
変
更
前
）

ア

株
式
会
社
マ
ル
イ

午
前
十
時
か
ら
午
後
十
時

イ

株
式
会
社
ワ
ッ
ツ
西
日
本
販
売

午
前
十
時
か
ら
午
後
十
時

（
変
更
後
）

ア

株
式
会
社
マ
ル
イ

午
前
九
時
か
ら
午
後
十
時

イ

株
式
会
社
ワ
ッ
ツ
西
日
本
販
売

午
前
九
時
か
ら
午
後
十
時

来
客
が
駐
車
場
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯

(2)
（
変
更
前
）
午
前
九
時
四
十
五
分
か
ら
午
後
十
時
十
五
分
ま
で

（
変
更
後
）
午
前
八
時
四
十
五
分
か
ら
午
十
時
十
五
分
ま
で

４

変
更
年
月
日

令
和
二
年
十
二
月
七
日
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二

届
出
年
月
日

令
和
二
年
十
二
月
四
日

三

縦
覧
の
期
間
及
び
場
所

１

縦
覧
の
期
間

令
和
二
年
十
二
月
十
五
日
か
ら
令
和
三
年
四
月
十
五
日
ま
で

２

縦
覧
の
場
所

岡
山
県
産
業
労
働
部
経
営
支
援
課
及
び
美
作
市
経
済
部
商
工
観
光
課
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〔
五
五
七
〕
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道
路
の
位
置
を
指
定
し
た
。

そ
の
関
係
図
面
に
つ
い
て
は
、
岡
山
県
備
中
県
民
局
建
設
部
管
理
課
に
お
い
て
、
一
般
の
縦
覧
に
供

す
る
。令

和
二
年
十
二
月
十
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

番

号

道
路
の
幅
員

道
路
の
延
長

道

路

の

位

置

（

）
（

）

指

定

年

月

日

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

岡
山
県
指
令
備
中
局

都
窪
郡
早
島
町
早
島
字
市
場
三
八
七
番
五

五
・
〇
二

二
〇
・
〇
〇

建
第
二
〇
三
一
号

令
和
二
年
十
二
月
四

日
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〔
五
五
八
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
二
年
十
二
月
十
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
上
林
字
杉
ノ
木
一
七
三
九

四

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

倉
敷
市
西
富
井
一
〇
八
〇

七
セ
ジ
ュ
ー
ル
二
一
Ａ
棟
Ａ
一
〇
二

－

鵜
瀬

嘉
朗

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
二
四
八
号
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〔
五
五
九
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
二
年
十
二
月
十
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

、

、

、

、

総
社
市
三
須
字
仏
生
田
一
三
八
八

二

一
三
八
八

六

一
三
八
八

八

一
三
八
八

九

－
－

－
－

一
三
八
八

一
〇
、
一
三
八
八

一
一

－
－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

総
社
市
真
壁
一
三
三
二
キ
ャ
ト
ル
ク
ラ
ル
テ
Ｄ

福
井

龍
聖

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
三
一
〇
号
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◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
二
百
一
号

犯
罪
被
害
者
等
早
期
援
助
団
体
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
四
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
一
号
）
第

三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
益
社
団
法
人
被
害
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
お
か
や
ま
か
ら
住
所
及
び

援
助
事
業
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
二
年
十
二
月
十
五
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

一

変
更
内
容

１

変
更
前

住
所

岡
山
市
北
区
蕃
山
町
一
番
二
〇
号

岡
山
県
開
発
公
社
ビ
ル

(1)

援
助
事
業
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地

岡
山
市
北
区
蕃
山
町
一
番
二
〇
号

岡
山
県
開
発
公

(2)
社
ビ
ル

２

変
更
後

住
所

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
二
番
一
五
号

(1)

援
助
事
業
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
二
番
一
五
号

(2)

二

変
更
年
月
日

令
和
三
年
一
月
十
二
日
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